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主　な　内　容�

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

うのけまつり CAT'S FESTA UNOKE
（宇ノ気町）

ネ
コ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ま
つ
り

「
う
の
け
ま
つ
り

C
A
T
'S
F
E
S
T
A
U
N
O
K
E

」

が
八
月
四
日
（土）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
宇
ノ
気
町
が
世
界

に
誇
る
偉
大
な
哲
学
者
、「
西
田
幾

多
郎
博
士
」
が
大
の
ネ
コ
好
き
だ
っ

た
こ
と
、
哲
学
を
通
じ
て
姉
妹
都
市

と
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
「
メ
ス
キ
ル
ヒ

（M
e
sskirch

）市
」に
も
有
名
な”

ね

こ
ま
つ
り’

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

昨
年
は
、
メ
ス
キ
ル
ヒ
市
か
ら
の

訪
問
団
に
よ
る
、
本
場
の
ね
こ
踊
り

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ネ
コ
の
メ
イ

ク
、
仮
装
を
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り

を
ぜ
ひ
来
町
い
た
だ
き
見
て
く
だ
さ

い
。

£県連合会

平成13年度通常総会を開催………（２）

£「商工会の日」に一斉事業…………（３）

£商工会法を改正 ……………………（４）

£経営一口講座 ………………………（５）

£いしかわ商工会ベスト店賞 …（６）（７）

£探訪「チャレンジ企業」

オカダ合金（株）：宇ノ気町…………（８）
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県
連
合
会
で
は
、
五
月
二
十
五

日
（
金
）
金
沢
市
戸
水
町
の
同
会

議
室
で
、
平
成
十
三
年
度
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

本
総
会
の
議
案
は
「
第
一
号
議

案
　
平
成
十
二
年
度
商
工
会
連
合

会
事
業
報
告
及
び
一
般
会
計
収
支

決
算
並
び
に
建
物
保
守
管
理
等
の

特
別
会
計
収
支
決
算
の
承
認
に
つ

い
て
」「
第
二
号
議
案
　
平
成
十

二
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
特
別

会
計
事
業
報
告
及
び
損
益
計
算
書

等
の
承
認
に
つ
い
て
」「
第
三
号

議
案
　
商
工
貯
蓄
共
済
業
務
規
約

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」で
あ
り
、

い
ず
れ
も
承
認
を
行
っ
た
。

続
い
て
「
第
四
号
議
案
　
辞
任

に
伴
う
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い

て
」
を
諮
り
、
新
し
く
理
事
に
青

年
部
連
合
会
長
の
梅
原
竜
一
、
女

性
部
連
合
会
長
の
南
洋
子
を
選
任

し
た
。

な
お
、
事
業
報
告
で
は
、
依
然

と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
状
況
で

推
移
す
る
中
、
県
連
合
会
と
し
て

は
国
・
県
の
各
種
施
策
の
普
及
と

活
用
を
図
り
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

の
活
用
推
進
支
援
、
新
規
創
業
支

援
セ
ミ
ナ
ー
・
創
業
塾
や
経
営
革

新
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
行
う

と
と
も
に
、
商
工
会
設
立
四
十
周

年
記
念
事
業
の
実
施
、
本
会
委
員

会
の
見
直
し
や
商
工
会
広
域
連
携

指
導
体
制
の
基
本
方
針
策
定
に
向

け
て
の
検
討
な
ど
を
積
極
的
に
行

っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

十
三
年

度
の
新
規

事
業
と
し

て
は
、
地

域
経
済
、

中
小
企
業

の
振
興
に

つ
い
て
知

事
を
招
き

懇
談
す
る

経
営
者
等
振
興
懇
談
会
（
仮
称
）

を
青
年
部
、
女
性
部
合
同
で
開
催

す
る
ほ
か
、
各
商
工
会
が
広
域
事

業
で
実
施
す
る
若
手
後
継
者
育
成

事
業
を
支
援
し
て
い
く
。

青
年
部
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
起
業
家
育
成
支

援
事
業
の
推
進
、
経
営
資
質
の
向

上
を
図
る
。
女
性
部
は
、
部
員
の

資
質
向
上
、
豊
か
な
生
活
環
境
づ

く
り
、
広
域
連
携
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。

な
お
、
両
部
の
役
員
は
次
の
と

お
り
。

（
青
年
部
）

会
　
長
　
梅
原
竜
一
（
森
本
）

副
会
長
　
西
出
　
淳
（
辰
口
町
）

山
下
悟
志
（
河
内
村
）
寺
岡
一
彦

（
富
来
町
）
山
本
健
一
（
鳥
屋
町
）

三
宅
一
宏
（
能
都
町
）

理
　
事
　
三
木
　
優
（
山
中
町
）

福
田
幸
夫
（
根
上
町
）
北
村
美
智

夫
（
寺
井
町
）
東
　
芳
信
（
川
北

町
）
北
田
朋
幸
（
美
川
町
）
徳
田

章
（
鶴
来
）
橋
本
與
志
一
（
吉
野

谷
村
）
奥
　
勝
治
（
鳥
越
村
）
鶴

尾
弘
明
（
尾
口
村
）
風
　
尚
樹

（
白
峰
村
）
今
村
浩
一
（
津
幡
町
）

岡
田
浩
二
（
高
松
町
）
酒
井
良
幸

（
七
塚
町
）
村
田
英
俊
（
宇
ノ
気

町
）
藤
井
克
行
（
森
本
）
菅
上

守
（
内
灘
町
）
土
一
政
明
（
羽
咋

市
）
宮
本
　
敦
（
志
雄
町
）
橋

映
吾
（
志
賀
町
）
川
森
　
啓
（
田

鶴
浜
町
）
山
本
　
剛
（
中
島
町
）

山
本
孝
司
（
鹿
島
町
）
加
地
直
樹

（
能
登
島
町
）
岡
野
光
雄
（
鹿
西

町
）
七
海
友
也
（
穴
水
町
）
永
川

敬
生
（
門
前
町
）
本
間
雅
彦
（
柳

田
村
）
冨
田
浩
史
（
内
浦
町
）
本

吉
哲
夫
（
員
外
）

監
　
事
　
沖
野
信
一（
野
々
市
町
）

堂
高
　
修
（
押
水
町
）

(

女
性
部
）

会
　
長
　
南
　
洋
子
（
川
北
町
）

副
会
長
　
塚
本
良
美
（
押
水
町
）

藤
村
恵
子
（
野
々
市
町
）
岩
井
代

志
子
（
鹿
島
町
）
石
川
美
代
子

（
穴
水
町
）
高
平
成
代（
宇
ノ
気
町
）

理
　
事
　
土
黒
久
枝
（
山
中
町
）

佐
田
了
子
（
根
上
町
）
宅
見
慶
子

（
辰
口
町
）
大
杉
淳
子
（
美
川
町
）

山
守
百
合
子
（
鶴
来
）
幅
口
一
美

（
河
内
村
）
柴
山
久
美
子
（
吉
野

谷
村
）
川
辺
す
み
子
（
鳥
越
村
）

北
村
祐
子
（
尾
口
村
）
竹
　
陸
子

（
白
峰
村
）
河
上
博
美
（
津
幡
町
）

金
津
美
智
子
（
高
松
町
）
気
谷
里

美
（
七
塚
町
）
川
口
み
つ
子
（
森

本
）
安
田
美
津
江
（
内
灘
町
）
足

立
洋
子
（
羽
咋
市
）
石
田
幸
子

（
富
来
町
）
宝
達
孝
子
（
志
賀
町
）

福
井
富
子
（
田
鶴
浜
町
）
溝
手
美

代
子
（
鳥
屋
町
）
中
田
美
智
子

（
中
島
町
）
中
村
由
紀
子
（
能
登

島
町
）
初
道
政
子
（
鹿
西
町
）
表

洋
江
（
門
前
町
）
鶴
野
綾
子
（
能

都
町
）
四
辻
た
づ
子
（
柳
田
村
）

新
出
二
三
恵
（
内
浦
町
）
本
吉
哲

夫
（
員
外
）

監
　
事
　
南
　
京
子
（
寺
井
町
）

井
村
邦
子
（
志
雄
町
）

四
月
二
十
五
日
通
常
総
会
で

選
任
。田

建
具
店
代
表
。
内
浦

町
議
会
議
員
。
内
浦
町
商
工
会

理
事
、
副
会
長
。

内浦町商工会長
田　　實

五
月
十
八
日
通
常
総
会
で
選

任
。（有）

小
山
カ
バ
ー
リ
ン
グ
社

長
。
北
陸
横
捲
工
業
協
同
組
合

理
事
長
。
高
松
町
商
工
会
青
年

部
長
、
高
松
町
商
工
会
理
事
。

高松町商工会長

小山　良一

新
任
会
長
紹
介�

順
不
同
・
敬
称
略�

県
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
両
連
合
会
の
十
三
年
度
通
常
総
会
は
五
月

十
一
日
、
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
で
開
催
さ
れ
、
十
三
年
度
事
業
計
画
や
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
な
ど
が
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。
新
た

な
会
長
と
し
て
青
年
部
か
ら
梅
原
竜
一
氏
が
、
女
性
部
か
ら
南
洋
子
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

梅原　竜一 氏南　洋子 氏

事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認�

青
年
部
会
長
に
梅
原
竜
一
氏�

女
性
部
会
長
に
南
洋
子
氏
が
選
ば
れ
る�

〜
青
年
部
・
女
性
部
両
連
合
会
平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催
〜�
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鹿
島
町
に
北
陸
元

旦
と
い
う
会
社
が

あ
る
。

元
旦
と
い
う
名

称
は
、
出
資
先
の

社
長
の
名
前
が
船

木
元
旦
（
も
と
か

つ
）
と
い
う
こ
と

で
、
そ
こ
か
ら
取

っ
た
と
の
こ
と
。

名
前
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
会
社
そ
の
も
の
も
今
日
的
な

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
業
態
で
あ
る
。

工
程
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
ガ
ラ

ス
ビ
ン
を
回
収
し
、
そ
れ
を
細
か
く

破
砕
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
接
着
剤

を
一
部
混
ぜ
て
透
水
性
の
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
に
す
る
と
い

う
も
の
。

ガ
ラ
ス
ビ
ン
は
、
県
内
一
円
か
ら

集
め
、
製
品
は
県
内
を
中
心
に
北
陸

地
域
を
販
売
先
と
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
地
域
密
着
型
の
リ
サ
イ

ク
ル
企
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

雇
用
も
、
社
長
以
下
す
べ
て
地
元

で
あ
る
が
、
出
資
は
五
五
％
が
元
旦

ビ
ュ
ー
テ
ィ
工
業
な
ど
県
外
企
業
で

あ
り
、
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
（
特
に
接
着

剤
の
技
術
）
も
こ
の
会
社
か
ら
得
て

い
る
。

企
業
の
誘
致
は
、
誘
致
す
る
側
と

進
出
側
の
考
え
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が

一
致
し
な
い
と
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
が
、
純
粋
に
立
地
条
件
だ
け

を
み
る
と
、
下
請
企
業
の
集
積
や
教

育
関
連
を
含
め
た
都
市
的
環
境
、
豊

富
な
水
、
交
通
の
利
便
性
と
相
対
的

に
安
価
な
地
価
と
い
っ
た
条
件
が
求

め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
業
種
や
企
業

形
態
に
よ
っ
て
企
業
の
求
め
る
条
件

は
異
な
る
が
。

小
松
に
進
出
す
る
日
野
車
体
工
業

（
本
社
横
浜
市
）
は
本
社
機
能
も
含

め
て
移
転
し
て
く
る
（
創
業
は
来
年

春
で
、
県
内
へ
の
波
及
効
果
は
大
き

い
。）
が
、
移
転
に
あ
た
っ
て
は
条

例
適
用
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
条
件

が
合
致
し
た
と
は
思
う
が
、
バ
ス
の

組
み
立
て
と
い
う
技
術
的
な
面
か
ら

見
る
と
、機
械
関
係
の
下
請
が
多
く
、

し
か
も
レ
ベ
ル
が
全
体
的
に
高
い
小

松
地
区
に
立
地
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
判
断
し
た
も
の
と
思
う
。

ま
た
、
加
賀
地
区
に
は
食
品
関
連
の

工
場
や
半
導
体
な
ど
の
生
産
工
場
が
立

地
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
豊
富
な
地

下
水
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
能
登
地
区
は
、

ど
う
し
て
も
こ
の
よ
う
な
条
件
に
恵

ま
れ
て
い
な
い
し
、
か
つ
て
の
労
働

力
を
当
て
に
し
た
企
業
活
動
も
、
最

近
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
か
ら
み
て

極
め
て
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。鹿

島
の
企
業
の
事
例
は
、
こ
れ
か

ら
の
企
業
誘
致
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル

と
し
て
期
待
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
企
業
形
態
の
さ
ら
な
る
展
開
に

加
え
て
、
も
う
一
度
、
地
域
資
源
や

地
場
産
品
を
ハ
イ
テ
ク
の
目
で
捉
え

直
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
産
業
の
芽
が

出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

同
事
業
は
、
地
域
の
魅
力
化
の

推
進
、
青
年
部
活
動
の
活
性
化
と

組
織
の
連
帯
感
の
醸
成
な
ど
を
目

的
と
し
て
平
成
十
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
で
四

回
目
と
な
る
。

当
日
は
青
年
部
員
ら
が
額
に
汗

し
、
奉
仕
活
動
な
ど
に
励
ん
だ
。

六
月
十
日
の
「
商
工
会
の
日
」

に
ち
な
み
、
県
内
の
商
工
会
青
年

部
で
こ
の
程
、
県
下
統
一
福
祉
増

進
事
業
が
実
施
さ
れ
、
各
地
で
海

岸
・
河
川
清
掃
、地
域
緑
化
運
動
、

社
会
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、
交
通

安
全
運
動
、
献
血
運
動
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業

「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業�

各
商
工
会
青
年
部
員
が
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開

各
商
工
会
青
年
部
員
が
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開�

「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業

「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業�
「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業�

各
商
工
会
青
年
部
員
が
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開

各
商
工
会
青
年
部
員
が
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開�

各
商
工
会
青
年
部
員
が
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開�

山 中 町 �

根 上 町 �

寺 井 町 �

辰 口 町 �

川 北 町 �

美 川 町 �
�

野々市町�

�

鶴 来 �

�

河 内 村 �

吉野谷村�

鳥 越 村 �

尾 口 村 �

白 峰 村 �
�

津 幡 町 �

高 松 町 �
�

七 塚 町 �

宇ノ気町�

森 本 �

内 灘 町 �

羽 咋 市 �

�
富 来 町 �

志 雄 町 �

志 賀 町 �

押 水 町 �

田鶴浜町�

鳥 屋 町 �

鹿 島 町 �

鹿 西 町 �

中 島 町 �

能登島町�

穴 水 町 �

門 前 町 �
�

能 都 町 �

柳 田 村 �

内 浦 町 �

山中町役場前�

根上町総合文化会館周辺�

サンロード寺井（県道）�

辰口温泉街�

川北町役場前�

美川町湊町小舞子海水浴場�
美川町湊町「湊リフレッシュセンター」�

野々市ディサービスセンター�

清掃奉仕一本町通り周辺�

「花の種」配布－ショッピングセンター�

「レッツ」、「コア」前�

献血ルーム・ラブロ�

国道157号沿線�

村内主要道�

一里野近隣�

白峰村字白峰「総湯」前�
�

津幡町南中條リ74－1�

高松町二ツ屋地内�
（高松レストハウス付近）�

ふれあい館周辺�

献血の推進事業�

根上り七夕まつり会場周辺の事前清掃�

花いっぱい運動�

環境美化作戦（カーブミラー清掃、空き缶拾い）�

献血運動�

小舞子海岸清掃�
献血運動�

福祉施設への日用品寄贈�

�

クリーンキャンペーン�

�

献血運動�

奉仕活動事業�

カーブミラー清掃�

みんなで花を植えよう�

白山まつりシンボルタワーの設�
置並びに清掃奉仕�

献血�

高松町海浜美化清掃�
�

美化清掃�

老人福祉施設「あかしあ荘」�

JR森本駅周辺�

内灘海岸（室地区）�

羽咋市立羽咋小学校内�
羽咋子ども育成クラブ�

増穂浦海岸周辺�

能登有料道路「志雄パーキングエリア」�

特別養護老人ホームはまなす園�

ちどり園（老人ホーム）�

健康増進センター「アスロン」周辺�

�

鹿寿苑（老人ホーム）�

�

中島地内　大規模農道�

能登島町通地内（ツインブリッジ小公園）�

潮騒の道�

町内学校の通学路、公共施設、�
福祉施設周辺�

海岸周辺�

村内主要道路�

ふるさとキリコ橋周辺�

あかしあ荘慰問�

清掃活動�

海浜美化清掃�

学童保育施設訪問�
�

清掃奉仕�

志雄パーキングエリア清掃奉仕�

特別養護老人ホームはまなす園慰問�

老人ホーム清掃奉仕�

アスロン周辺清掃奉仕�

�

老人ホームの清掃奉仕�

�

桜の木の下草刈り�

公園の清掃奉仕�

ボランティア活動（ゴミ清掃）�

カーブミラー清掃�
�

クリーンビーチいしかわ清掃活動�

缶無クリーン運動�

観光地清掃奉仕�

商工会名� 実　施　場　所� 実 施 事 業 名 � 商工会名� 実　施　場　所� 実 施 事 業 名 �

平成13年度「商工会の日」県下統一福祉増進事業実施内容�

ねあが�

辰口町の環境美化作戦Y
～街をきれいにしましょう～
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一．

合
併
手
続
規
定
の
創
設

①
改
正
点

現
行
制
度
に
お
い
て
、
Ａ
商
工

会
と
Ｂ
商
工
会
が
合
併
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
清
算
型
の
手
続

き
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
Ａ

を
廃
止
し
Ｂ
の
地
区
を
拡
大
す
る

か
、
Ａ
・
Ｂ
を
廃
止
し
Ｃ
商
工
会

を
新
た
に
創
設
す
る
）。
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
合
併
手
続
規
定
を

創
設
し
、
清
算
型
の
合
併
に
伴
う

民
事
上
・
税
法
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト

の
解
消
を
図
る
。

②
合
併
手
続
規
定
創
設
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト

《
民
事
上
の
メ
リ
ッ
ト
》

現
行
制
度
に
お
け
る
清
算
型
の

合
併
に
お
い
て
は
、
商
工
会
が
有

す
る
個
々
の
財
産
・
債
権
債
務
ご

と
に
移
転
手
続
き
が
必
要
で
あ
る

が
、
法
改
正
に
よ
り
全
て
の
財

産
・
債
権
債
務
を
包
括
的
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

《
税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト
》

現
行
制
度
に
お
け
る
清
算
型
の

合
併
に
お
い
て
は
財
産
移
転
が
通

常
の
取
引
と
み
な
さ
れ
、
法
人

税
・
住
民
税
・
不
動
産
取
得
税
等

に
つ
い
て
高
率
の
課
税
が
な
さ
れ

る
が
、
法
改
正
に
よ
り
か
か
る
税

負
担
が
解
消
・
軽
減
さ
れ
る
。

二．

同
一
市
町
村
内
の
商
工
会
の

合
併
の
特
例
的
な
許
容

商
工
会
法
上
、
原
則
、
商
工
会

の
地
区
は
一
つ
の
市
町
村
の
区
域

で
あ
る
が
、
市
町
村
合
併
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、
旧
市
町
村
区
域
を

地
区
と
す
る
商
工
会
の
存
続
が
認

め
ら
れ
る
。

現
行
制
度
に
お
い
て
、
市
町
村

合
併
に
よ
っ
て
で
き
た
「
同
一
市

町
村
内
の
一
部
を
地
区
と
す
る
商

工
会
」
同
士
の
合
併
で
、
合
併
後

も
当
該
市
町
村
の
一
部
が
地
区
と

な
る
よ
う
な
も
の
は
許
容
さ
れ
て

い
な
い
。

市
町
村
合
併
後
も
長
期
に
わ
た

り
同
一
市
町
村
内
に
多
く
の
商
工

会
が
存
続
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、

法
改
正
に
よ
り
、
右
記
の
合
併
に

つ
い
て
も
、
市
町
村
合
併
後
の
特

例
と
し
て
、
通
常
の
設
立
要
件
の

充
足
に
加
え
、
一
定
の
条
件
の
下

に
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

一．

全
国
商
工
会
連
合
会
・
都
道

府
県
商
工
会
連
合
会
の
副
会
長

の
増
員

政
府
は
、「
商
工
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
今
国

会
に
提
出
し
た
。
国
会
で
は
、
五
月
末
に
衆
議
院
を
通
過
、
六
月

中
に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
、
早
け
れ
ば
今
年
夏
か
ら
施
行
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

本
法
案
は
、
近
年
の
商
工
業
者
を
巡
る
経
済
環
境
の
変
化
の
中

で
、
経
営
指
導
の
高
度
化
や
商
工
会
活
動
の
広
域
化
が
一
層
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
小
規
模
な
商
工
会
に
お
け
る
対
応
は
困

難
な
こ
と
か
ら
、
合
併
等
に
よ
り
そ
の
事
業
の
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
実
施
を
図
る
た
め
に
商
工
会
の
合
併
に
関
す
る
規
定
を
設
け

る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
合
併
等
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
市
町

村
の
区
域
の
一
部
を
地
区
と
す
る
商
工
会
同
士
の
合
併
に
つ
い
て

の
特
例
を
設
け
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

改
正
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

商
工
会
法
を
改
正�

商
工
会
法
を
改
正�
商
工
会
法
を
改
正�

商
工
会
の
合
併
に
関
す
る
規
定�

商
工
会
の
合
併
に
関
す
る
規
定�

商
工
会
の
合
併
に
関
す
る
規
定�

商
工
会
の
広
域
化
・
合
併
の
指

導
・
調
整
等
に
あ
た
る
た
め
、
全

国
商
工
会
連
合
会
・
都
道
府
県
商

工
会
連
合
会
の
副
会
長
の
上
限
を

五
人
か
ら
六
人
に
改
め
る
。

二．

全
国
商
工
会
連
合
会
の
財
務

諸
表
等
開
示

認
可
法
人
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
を
進
め
る
と
の
観
点
か
ら
、

全
国
商
工
会
連
合
会
の
財
務
諸
表

等
の
公
開
を
義
務
づ
け
る
。

そ
の
他
の
改
正�

そ
の
他
の
改
正�

そ
の
他
の
改
正�

＝
人
事
異
動
＝

﹇
商
工
会
等
職
員
の
採
用
﹈

▽
七
塚
町
　
素
野
優
美
子
（
六
月

一
日
付
）

﹇
人
事
交
流
（

）
内
は
前
任
地
﹈

六
月
一
日
付

▽
田
鶴
浜
町
　
清
水
雅
成
（
鳥
屋

町
）
▽
鳥
屋
町
　
日
下
雅
喜
（
田

鶴
浜
町
）
▽
中
島
町
　
澤
井
健
一

（
鹿
島
町
）
▽
鹿
島
町
　
勢
登
豊

（
中
島
町
）
▽
能
都
町
　
浜
上
幸

喜
（
内
浦
町
）
▽
内
浦
町
　
大
黒

美
憲
（
能
都
町
）

六
月
一
日
付
終
了

▽
高
松
町
　
香
林
健
一（
内
灘
町
）

▽
内
灘
町
　
高
丸
一
久（
高
松
町
）

全
国
商
工
珠
算
連
盟
石
川
県
支

部
は
、
四
月
二
十
九
日
、
県
連
合

会
研
修
室
で
平
成
十
三
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

席
上
、
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
、
平
成
十

三
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

の
決
定
を
行
っ
た
後
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
を
行
い
、
支
部
長

に
土
屋
清
氏
を
再
任
し
た
。

十
三
年
度
主
要
事
業
と
し
て

は
、
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
の
実

施
（
年
四
回
）
を
は
じ
め
、
第
三

十
八
回
商
工
珠
算
競
技
大
会
の
開

催
（
八
月
十
一
日
開
催
）、
優
良

珠
算
生
徒
の
表
彰
式
（
競
技
大
会

と
同
日
開
催
）、
珠
算
塾
生
徒
の

研
修
旅
行
「
第
十
六
回
パ
チ
パ
チ

号
」
の
運
行
（
八
月
二
十
四
日
〜

二
十
六
日
・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
）、
珠
算
指
導
者
の
資
質
の

向
上
を
図
る
研
修
会
の
開
催
な
ど

を
決
め
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
総
務

部
・
検
定
部
・
研
修
部
の
各
部
会

に
分
か
れ
、
今
後
の
部
会
運
営
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
い
選
任

さ
れ
た
、
支
部
長
以
下
の
役
員
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

副
支
部
長

畑
美
智
子

理
　
事
　
畑
　
尚
治
、
竹
内
昌
枝

真
田
明
美
、
杉
永
真
弓

岡
田
信
子

監
　
事
　
松
田
潤
子

平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催

平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催�

平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催

平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催�

平
成
十
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催�

商
工
珠
算
連
盟
石
川
県
支
部�



金 融 情 報 �

13. 7. 1 No. 464

-5-

私
の
担
当
す
る
最
近
の

相
談
案
件
は
殆
ど
が
売
上

げ
減
か
ら
利
益
減
と
な
り
、

売
上
げ
の
順
調
だ
っ
た
頃

に
借
入
れ
し
た
過
大
な
借

入
金
の
返
済
に
窮
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
の

殆
ど
は
自
己
資

本
比
率
が
低
い
た
め
借
入

金
が
過
大
で
毎
月
の
返
済
額
も
多
額
で

あ
り
ま
す
。
高
度
成
長
期
の
様
な
利
益

の
大
き
い
時
な
ら
収
益
返
済
も
可
能
で

し
た
が
、
低
成
長
期
の
現
在
で
は
金
繰

り
返
済
し
か
出
来
な
い
た
め
、
し
ば
ら

く
返
済
す
る
と
怱
ち
借
入
れ
の
必
要
が

生
じ
て
来
ま
す
。
従
前
と
異
な
り
金
融

機
関
の
対
応
は
金
融
庁
の
指
導
も
あ
っ

て
か
毎
月
返
済
の
不
要
な
手
形
貸
付
で

は
な
く
、
証
書
貸
付
け
が
殆
ど
の
た
め

新
し
い
借
入
れ
が
出
来
て
も
以
前
の
借

入
れ
と
返
済
が
重
な
り
、
前
よ
り
更
に

短
期
間
に
資
金
不
足
と
な
り
、
更
に
借

入
れ
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
事
態
打
開
の
最
良
策

は
一
本
化
し
長
期
化
す
る
こ
と
で
す
が

種
々
な
条
件
が
あ
っ
て
簡
単
に
出
来
な

い
の
が
現
状
で
す
。

時
恰
も
不
良
債
権
の
早
期
最
終
処
理

が
押
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
最
終
処
理
と
は
破
綻
懸
念
先
以
下

の
不
良
債
権
の
直
接
処
理
則
ち
債
権
放

棄
、
法
的
処
理
、
債
権
譲
渡
等
で
す
が
、

中
小
企
業
に
適
用
さ
れ
る
の
は
法
的
処

理
が
殆
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

前
記
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
現
状
で

は
一
年
単
位
の
償
還
猶
予
（
含
減
額
返

済
）
で
大
半
は
対
応
し
て
い
る
の
で
、

即
破
綻
懸
念
先
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

赤
字
累
積
か
ら
債
務
超
過
状
態
が
続
く

と
そ
の
恐
れ
が
出
て
来
ま

す
。構

造
改
革
の
た
め
に
は
痛

み
を
味
わ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
経
営
者
の
皆
様
方
に
は

赤
字
に
だ
け
は
な
ら
ぬ
様
努
力
さ
れ
、

直
接
消
却
の
対
象
先
に
な
る
事
な
く
、

勝
残
り
組
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
う

次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

広
岡
　
茂
雄
）

最
近
の
相
談
事
例
か
ら

経営一口講座

商
工
会

青
年
部
の

Ｏ
Ｂ
で
組

織
す
る
石

川
県
商
工

実
業
同
友
会
の
総
会
は
五
月
十
五

日
、
ホ
リ
デ
イ
・
イ
ン
金
沢
で
開

催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
十
三
年
度
事
業
計

画
や
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ

れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選

任
で
は
、
会
長
に
根
上
町
の
畠
中

宗
雄
氏
が
選
ば
れ
た
。
挨
拶
の
中

で
畠
中
新
会
長
は
、「
こ
の
組
織

を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

総
会
終
了
後
に
は
、「
最
近
の

考
古
学
の
話
題
」
と
題
し
て
、
金

沢
学
院
大
学
教
授
の
橋
本
澄
夫
氏

よ
り
、
能
都
町
真
脇
遺
跡
や
津
幡

町
加
茂
遺
跡
な
ど
古
代
人
の
生
活

様
式
に
つ
い
て
、
貴
重
な
講
演
を

頂
い
た
。

な
お
、新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

会
　
長
　
畠
中
宗
雄
（
根
上
町
）

副
会
長
　
福
池
正
人
（
柳
田
村
）

理
　
事
　
西
村
秀
博
（
鳥
屋
町
）

表
井
源
一
（
内
灘
町
）

寺
井
順
幸
（
富
来
町
）

堀
　
　
勇
（
鳥
越
村
）

中
尾
敏
弘
（
根
上
町
）

監
　
事
　
井
出
善
昭
（
寺
井
町
）

秋
山
秀
正
（
田
鶴
浜
町
）

■労働災害を防止するためには、機械設備等の安全対策
とともに、労働者に対する適切な安全衛生教育の実施
が必要です。�
■外国人労働者に対しては、労働災害防止のための基本
的な指示、合図や緊急の指示を理解することができる
ように、「止まれ」、「入るな」等の必要な日本語や
共同作業を行う場合の基本的な合図等を習得させるよ
う努めてください。�
■事業場内における労働災害防止に関する標識、掲示等
について、図解等の方法を用いる等、外国人労働者が
その内容を理解できる方法により行うよう努めてくだ
さい。�
■外国人労働者に対して健康診断を実施してください。
その際、健康診断の目的・内容を外国人労働者が理解
できる方法により説明するよう努めてください。�

石
川
県
商
工
実
業
同
友
会
総
会

石
川
県
商
工
実
業
同
友
会
総
会�

石
川
県
商
工
実
業
同
友
会
総
会

石
川
県
商
工
実
業
同
友
会
総
会�

石
川
県
商
工
実
業
同
友
会
総
会�

新
会
長
に
畠
中
宗
雄

新
会
長
に
畠
中
宗
雄
氏
（
根
上
町
）

（
根
上
町
）�

新
会
長
に
畠
中
宗
雄
氏
（
根
上
町
）�

新
会
長
に
畠
中
宗
雄
氏
（
根
上
町
）�

（
七
月
二
日
よ
り
実
施
）

●
小
口
融
資
（
一
般
・
特
別
）

１
・
８
５
％→

１
・
６
％

●
緊
急
経
営
支
援
融
資

１
・
７
５
％→

１
・
５
％

（
付
保
）
１
・
２
５
％→

１
・
０
％

●
経
営
安
定
対
策
等
融
資

（
一
般
・
特
別
）

１
・
７
５
％→

１
・
５
％

（
付
保
）
１
・
２
５
％→

１
・
０
％

●
創
業
者
支
援
融
資

・
一
般
分
、
特
別
分

１
・
８
５
％→

１
・
６
％

・
中
高
年
齢
者

１
・
５
５
％→

１
・
３
％

●
情
報
技
術
活
用
支
援
融
資

・
経
営
革
新
分

１
・
５
５
％→

１
・
３
％

・
一
般
分
　

１
・
７
５
％→

１
・
５
％

（
適
用
日:

六
月
八
日
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、

次
の
通
り
金
利
の
引
き
下
げ
が

あ
り
ま
し
た
。

●
普
通
貸
付
　
５
年
以
内
　

１
・
７
５
％→

１
・
６
％

●
経
営
改
善
貸
付
　

１
・
４
５
％→

１
・
３
％

加
入
者
積
立
金
利
率
を
十
三
年

六
月
一
日
よ
り
現
行
の
一
・
三
％

か
ら
〇
・
九
％
に
引
き
下
げ
す
る

こ
と
に
伴
い
、
商
工
貯
蓄
共
済
制

度
の
融
資
利
率
を
、
七
月
一
日
か

ら
左
記
の
と
お
り
引
き
下
げ
い
た

し
ま
す
。

既
往
の
借
り
入
れ
分
に
つ
い
て

も
七
月
一
日
以
降
に
到
来
す
る
約

定
返
済
日
の
翌
日
（
八
月
一
日
以

降
返
済
分
）
か
ら
適
用
。

融
資
利
率
引
き
下
げ�

商
工
貯
蓄
共
済
融
資�

貯蓄共済融資利率（年率）
新利率�旧利率�

1.4％�

1.6％�

1.9％�

1.3％�

1.8％�

1.8％�

2.1％�

1.7％�

１年以内�

５年以内�

10年以内�

積立金の�
範 囲 内 �

（13年７月１日から）�

国
金
だ
よ
り�

畠中宗雄氏

県
制
度
金
融
金
利
改
定�
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　平
成
十
二
年
度

平
成
十
二
年
度�

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�
　平
成
十
二
年
度

平
成
十
二
年
度�

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�
　平
成
十
二
年
度�

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�

「
山
中
温
泉
」
と
言
え
ば
「
娘

娘
万
頭
」、「
娘
娘
万
頭
」
と
言
え

ば
「
山
中
温
泉
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
地
元
に
お
け
る
「
名
物
　
娘

娘
万
頭
」
の
評
判
は
高
い
。

そ
の
製
造
元
が
、
目
抜
き
通
り

「
ゆ
げ
街
道
」
に
面
し
て
、
由
緒

あ
る
看
板
を
掲
げ
、
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
店
舗
を
構
え
る
「
山
中
石

川
屋
」
で
あ
る
。

二
天
町
の
工
場
で
、
吟
味
に
吟

味
を
重
ね
て
製
造
さ
れ
た
「
落
ち

着
い
た
美
味
し
さ
」
は
他
の
追
随

を
許
さ
な
い
。
本
年
八
月
に
は
、

工
場
隣
接
の
新
店
舗
も
営
業
を
始

め
る
予
定
で
あ
り
、
二
店
相
ま
っ

て
更
に
名
声
を
高
め
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。

山
中
町
の
中
心
部
に
、
店
頭
に

「
け
や
き
」
の
緑
を
繁
ら
せ
て
、

風
格
の
あ
る
街
並
み
に
よ
く
マ
ッ

チ
し
た
高
級
感
あ
ふ
れ
る
新
店
舗

が
あ
る
。
創
作
和
紙
店
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
耀
」
で
あ
る
。

「
創
作
意
欲
を
満
足
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
充
実
感
を
得
る
」
と

い
う
創
業
者
中
野
耀
子
さ
ん
の
理

念
に
は
、
賛
同
者
も
多
く
、
和
紙

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
通
し
て
、
多
数
の
フ
ァ
ン
を

獲
得
し
て
き
た
。
趣
味
で
始
め
た

細
工
品
を
商
品
の
域
に
ま
で
引
き

上
げ
る
に
は
、
極
め
て
高
い
創
造

性
が
必
要
だ
が
、
店
内
に
は
、
そ

の
創
造
意
欲
が
充
満
し
、
座
っ
て

特
別
賞�

（株）

山
中
石
川
屋�

山中町�

羽
咋
市
中
心
通
り
を
行
く
と
、

突
如
大
き
な
看
板
を
掲
げ
た
広
く

て
モ
ダ
ン
な
店
が
出
現
す
る
。
メ

ガ
ネ
は
医
療
用
具
で
あ
る
と
同
時

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
で
も
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
顧

客
一
人
一
人
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
メ

ガ
ネ
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
絶
大

な
信
頼
を
か
ち
え
て
い
る
「
メ
ガ

ネ
の
う
し
や
」の
新
店
舗
で
あ
る
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
店
内
に
は
検
眼

設
備
や
、加
工
設
備
が
設
置
さ
れ
、

眼
鏡
士
や
、
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
カ
ラ

ー
ア
ナ
リ
ス
ト
等
の
資
格
を
持
っ

た
経
営
者
一
族
が「
か
け
や
す
さ
」

「
見
や
す
さ
」
に
加
え
て
顧
客
毎

に
科
学
的
に
分
析
し
た
「
か
っ
こ

野
々
市
の
本
町
通
り
を
行
く

と
、「
完
熟
う
ど
ん
処
　
獅
子
家
」

と
大
書
し
た
力
強
い
看
板
を
掲
げ

た
う
ど
ん
屋
さ
ん
が
出
現
す
る
。

昨
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
獅

子
家
」
の
新
店
舗
で
あ
る
。
野
々

市
ジ
ャ
ス
コ
か
ら
の
移
転
を
機
に

営
業
を
昼
夜
二
部
制
に
改
め
た
。

昼
は
「
う
ど
ん
専
業
店
」
と
し
て
、

う
ど
ん
の
美
味
し
さ
に
こ
だ
わ

り
、
夜
は
晩
餐
に
ふ
さ
わ
し
い
ア

ル
コ
ー
ル
を
含
む
メ
ニ
ュ
ー
も
提

供
す
る
。
こ
の
方
向
が
地
元
の
絶

大
な
支
持
を
受
け
て
、
現
在
の
繁

盛
店
が
出
現
し
た
。「
地
酒
を
呑

め
、
焼
肉
と
新
鮮
な
魚
介
を
食
べ

れ
る
う
ど
ん
屋
さ
ん
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
新
し
く
、
店
主
の
研
究

熱
心
と
相
ま
っ
て
、
今
後
も

「
野
々
市
発
う
ま
い
も
の
情
報
」

が
、
広
く
金
沢
・
松
任
方
面
を
も

か
け
め
ぐ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

奨
励
賞�

完
熟
う
ど
ん
処
獅
子
家�

野々市町�

米
光
薬
店
は
、
美
川
町
の
中
心

部
、
き
れ
い
な
街
並
み
に
カ
ラ
ー

舗
装
が
映
え
る
大
正
通
り
商
店
街

の
中
ほ
ど
に
あ
る
。「
自
然
治
癒

力
を
高
め
る
生
活
を
、
お
客
様
と

共
に
考
え
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、
近
隣
に
「
か
ら
だ
に
美
味
し

い
事
を
始
め
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び

か
け
る
。
店
内
に
は
、「
薬
」
と

「
自
然
食
品
」
が
ほ
ど
よ
い
調
和

を
保
っ
て
陳
列
さ
れ
、
コ
ー
ヒ
ー

豆
の
販
売
を
兼
ね
て
、
一
角
に
設

け
ら
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
か

ら
は
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
う
。
店

主
米
光
ひ
と
み
さ
ん
の
性
格
が
そ

の
ま
ま
に
滲
み
出
た
よ
う
な
、

「
明
る
く
　
座
っ
て
い
る
だ
け
で

楽
し
く
な
る
お
店
」
で
あ
る
。

奨
励
賞�

米
光
薬
店

自
然
生
活
米
光�

美川町�

よ
さ
」
を
提
案
し
つ
つ
販
売
に

あ
た
る
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
街
羽
咋
に

最
先
端
を
行
く
眼
鏡
店
が
出
現

し
た
。

い
る
と
不
思
議
な
幸
福
感
に
つ

つ
ま
れ
る
。
山
中
町
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
新
し
い
工
芸
が
ま

た
増
え
た
。

特
別
賞�

メ
ガ
ネ
の
う
し
や�

羽咋市�

特
別
賞�

ギ
ャ
ラ
リ
ー

耀�

山中町�
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■開催場所及び日程�
　¡七尾産業福祉センター　７月21日（土）�
　¡寺井町福祉会館　　　　７月22日（日）�
■内　　容　左記（両会場とも同一カリキュラム）�
　¡実践講習会（10:20～15:30）�
　¡個別相談会（15:30～17:00）�
■募集要項�
　¡募集定員　各会場とも50名�
　¡受 講 料　無　料�
　¡申し込み先　受講会場を指定のうえ、下記ま

でお問い合わせ下さい。�
　　石川県商工会連合会�
　　TEL　076-268-7300　FAX　086-268-9933�
　　E-mail  kenren@ishikawashokokai.or.jp�

　又は最寄の商工会�
　¡締め切り　７月13日（金）�

（応募者に参加証を送ります。）�

講義１�
10：30～�
12：00

10：20～�

松　沢　友　三 氏�
日本マネージメント・リサーチ顧問�

石川県商工会連合会�

事業アイディア創出のポイントと起業家の条件�
・市場ニーズを捉えた、新事業展開の発想�
・成功している元気起業家の秘訣とは�

開会あいさつ�

講義２�
12：45～�
14：45

原　田　智　明　氏�
人材開発研究所　所長�

新規開業の準備と事業経営の基礎知識�
・新規開業の心得及び事業成功のポイント�
・事業目標の設定と計画策定の要点�

講義３�
14：45～�
15：30

石川県商工労働部 ほか�新規開業のための各種融資制度の概要�

個別相談会�
15：35～�
17：00

経営コンサルタント�
　　　　　　　３名�

新規開業のための個別相談会�

区分�
開催時間� 講　義　の　内　容� 講　　師　　等�

今がチャンス！創業をめざすあなたのための実践セミナー�今がチャンス！創業をめざすあなたのための実践セミナー�

ふるって参加下さいZふるって参加下さいZ

御
菓
子
司
む
ら
も
と
は
、「
伝

統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い

菓
子
を
創
作
す
る
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
、
代
々
鶴
来
町
の
目
抜

き
通
り
で
、営
業
を
続
け
て
来
た
。

材
料
に
こ
だ
わ
り
、
自
家
製
の
あ

ん
を
炊
き
上
げ
、
季
節
季
節
の
装

い
を
ま
と
っ
て
、
店
頭
に
陳
列
さ

れ
る
和
菓
子
の
「
お
い
し
さ
」

「
美
し
さ
」
は
、
真
の
「
美
味
」

を
追
求
し
て
き
た
代
々
の
努
力
の

賜
物
で
あ
ろ
う
。
当
店
は
今
、
道

路
拡
張
に
と
も
な
い
、
旧
店
舗
跡

に
そ
の
遺
風
を
受
け
継
い
だ
新
た

な
店
舗
を
建
設
中
で
あ
る
。
九
月

末
に
は
完
成
す
る
予
定
な
の
で
、

お
菓
子
愛
好
家
と
と
も
に
そ
の
日

を
期
待
し
て
待
ち
た
い
。

奨
励
賞�

御
菓
子
司
む
ら
も
と�

鶴　来�

宇
出
津
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

に
大
き
な
鮮
魚
店
が
あ
る
。
漁
業

の
町
の
「
顔
」
と
し
て
、
地
元
だ

け
で
な
く
、
能
登
一
円
、
更
に
は

広
く
金
沢
に
ま
で
そ
の
名
を
知
ら

れ
た
「
か
み
こ
鮮
魚
」
の
新
店
舗

で
あ
る
。

シ
ン
プ
ル
な
内
装
の
店
内
は
通

路
幅
も
広
く
「
活
き
の
よ
さ
」
が

際
立
つ
。

地
物
に
こ
だ
わ
り
、
旬
を
重
視

し
、「
焼
く
」「
揚
げ
る
」「
煮
る
」

な
ど
の
手
間
を
惜
し
ま
ぬ
商
い

は
、
顧
客
の
信
頼
を
高
め
る
。
レ

シ
ピ
や
「
お
魚
一
口
メ
モ
」
に
よ

る
調
理
法
の
解
説
も
顧
客
重
視
精

神
の
現
れ
で
あ
り
、
商
店
街
の
再

整
備
が
完
了
し
た
暁
に
は
、
そ
の

姿
勢
は
更
に
高
く
評
価
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

奨
励
賞�

（有）

か
み
こ
鮮
魚�

能都町�

羽
咋
駅
前
商
店
街
は
、
今
装
い

を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
ス
ペ

イ
ン
風
を
基
調
と
し
た
パ
セ
オ
通

り
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ

っ
て
も
一
際
、
人
目
を
引
く
の
が

「
ひ
ら
の
洋
装
店
」
の
明
る
い
新

店
舗
で
あ
る
。

花
と
紫
色
の
紙
を
あ
し
ら
っ
た

ウ
イ
ン
ド
ウ
の
演
出
は
す
ば
ら
し

く
、
そ
の
前
に
立
つ
と
思
わ
ず
店

内
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
一

歩
店
内
に
踏
み
込
め
ば
多
数
の
商

品
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
主
張
し

て
購
入
を
迫
る
。
商
品
構
成
と
店

舗
の
演
出
照
明
が
見
事
に
合
致
し

た
た
め
に
生
じ
た
効
果
で
あ
ろ
う
。

「
仕
立
品
尊
重
」
の
営
業
姿
勢

も
う
れ
し
く
、
パ
セ
オ
通
り
の
完

成
に
と
も
な
っ
て
、
益
々
顧
客
が

増
え
る
だ
ろ
う
。

奨
励
賞�

ひ
ら
の
洋
装
店�

羽咋市�

いしかわ商工会ベスト店賞は本会のHP（http://www.ishikawashokokai.or/jp/）のTopicsに掲載されております。



だ
っ
た
頃
、
伯
父
に
「
将
来
、
事
業

を
起
こ
し
た
い
が
ど
の
業
種
が
よ
い

か
」
と
尋
ね
た
。
伯
父
は
「
モ
ノ
を

作
る
な
ら
ば
、
た
と
え
失
敗
し
て
も

材
料
費
だ
け
は
回
収
で
き
る
飴
屋
か

鋳
物
屋
が
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
岡

田
氏
は
そ
の
教
え
に
従
っ
て
飴
屋
で

修
業
し
、
ま
も
な
く
開
業
へ
と
こ
ぎ

つ
け
た
が
、
肺
を
患
っ
て
断
念
。
そ

の
後
、
銀
行
員
へ
と
転
身
し
た
。

し
か
し
、
創
業
の
夢
忘
れ
難
く
、

昭
和
三
十
七
年
、
金
沢
市
の
自
宅
裏

に
小
さ
な
工
場
を
建
て
て
、
鋳
物
の

製
造
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
、
当
社

の
創
業
で
あ
る
。

伯
父
の
教
訓
を
忠
実
に
守
っ
た
が

故
に
、
オ
カ
ダ
合
金（
株
）が
生
ま
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に

し
て
も
「
飴
屋
」
と
「
鋳
物
屋
」
と

い
う
取
り
合
わ
せ
は
お
も
し
ろ
い
。

そ
の
後
、
会
社
は
順
調
な
発
展
を

続
け
、
昭
和
五
十
年
に
は
、
工
場
拡

張
と
公
害
対
策
を
兼
ね
て
現
在
地
に

移
転
し
た
の
で
あ
る
。

技
術
力
の
重
視

当
社
発
展
の
原
動
力
は
、
ま
ず
第

一
に
金
型
設
計
製
作
か
ら
ア
ル
ミ
鋳

造
、
機
械
加
工
に
ま
で
至
る
一
貫
生

百
年
後
の
国
宝

（
金
沢
城
址
の
復
元
）

こ
の
た
び
、
第
十
三
回
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
の
開
催
を
記
念
し
て
、

金
沢
城
址
公
園
に
五
十
間
長
家
、
菱

櫓
、
橋
爪
門
続
櫓
が
百
数
十
年
ぶ
り

に
復
元
さ
れ
た
。
百
年
後
の
国
宝
と

も
言
わ
れ
る
雄
姿
を
象
徴
す
る
の

が
、
加
賀
藩
独
特
の
鉛
瓦
で
あ
り
、

精
密
鋳
造
で
評
価
の
高
い
オ
カ
ダ
合

金
株
式
会
社
が
製
造
を
担
当
し
、
工

事
完
成
に
貢
献
し
た
。

も
と
も
と
の
鉛
瓦
は
、
薄
板
を
叩

き
出
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。し
か
し
、

叩
き
出
し
品
は
、
角
部
が
薄
く
な
っ

て
、
亀
裂
が
入
り
や
す
い
。
復
元
に

際
し
て
、耐
久
性
を
高
め
る
た
め
に
、

巴
瓦
、
鬼
瓦
、
唐
草
模
様
瓦
等
、
角

部
の
多
い
細
工
瓦
は
、
鋳
造
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鋳
造
に
つ
い

て
高
い
技
術
力
を
評
価
さ
れ
て
い
る

当
社
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

融
点
の
低
い
鉛
の
性
質
を
よ
く
見

極
め
て
、
精
巧
な
鋳
鉄
製
の
金
型
と

マ
ッ
チ
さ
せ
、
一
・
八
〜
二
ミ
リ
と

い
う
薄
い
鋳
物
を
作
り
出
す
に
は
、

工
夫
に
次
ぐ
工
夫
、
努
力
に
次
ぐ
努

力
が
必
要
で
あ
っ
た
が
と
も
か
く

も
、
納
期
内
に
完
成
さ
せ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
金
沢
城
址
復
元
工
事
は
、

滞
り
な
く
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

創
業
の
経
緯
（
伯
父
の
教
訓
）

今
日
で
は
、
こ
の
よ
う
に
高
度
な

技
術
力
を
誇
る
当
社
も
、
実
は
「
ひ

ょ
ん
な
切
っ
掛
け
」か
ら
誕
生
し
た
。

現
会
長
岡
田
欣
一
氏
が
ま
だ
学
生
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
取
材
を
希
望
さ

れ
る
方
は
最
寄
り
の
商
工
会
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

産
体
制
を
築
き
上
げ
た
こ
と
に
あ

る
。
特
に
品
質
の
要
で
あ
る
金
型
を

正
確
迅
速
に
仕
上
げ
る
技
術
を
習
得

し
た
こ
と
は
大
き
な
強
み
と
な
っ

た
。ま

た
、「
市
場
の
ス
キ
マ
」
と
も

称
す
べ
き
「
中
ロ
ッ
ト
品
の
生
産
」

に
特
化
し
、
安
定
し
た
受
注
を
獲
得

し
て
き
た
こ
と
も
大
き
い
。
大
量
生

産
は
「
ダ
イ
カ
ス
ト
鋳
造
」
で
、
一

品
生
産
は
「
手
込
め
」
で
と
い
う
の

が
、
業
界
の
常
識
だ
が
、
そ
れ
ら
を

避
け
て
、
大
物
は
「
Ｖ
プ
ロ
セ
ス
鋳

造
」
で
、
高
精
度
品
は
「
金
型
（
グ

ラ
ビ
テ
ィ
）
鋳
造
」
す
る
こ
と
で
、

コ
ス
ト
面
、
納
期
面
で
の
優
位
を
確

実
な
も
の
に
し
て
き
た
。

更
に
、「
鋳
造
」
と
い
う
立
場
か

ら
発
注
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
繰
り

返
し
、設
計
図
面
の
改
良
を
通
じ
て
、

顧
客
と
の
一
体
関
係
を
築
き
上
げ
て

き
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。

「
技
術
を
徹
底
し
て
重
視
す
る
姿

勢
」
が
今
日
の
繁
栄
へ
と
つ
な
が
っ

た
の
で
あ
る
。

未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
循
環
型
企
業
へ
の
挑
戦
）

リサイクル材を利用して作られる

ミニチュア瓦

「難しいことをやる」「難しいモノを
作る」方針が成功の原動力と語る
会長岡田欣一氏（左）と社長石丸義雄氏（右）

当
社
は
、
こ
の
技
術
力
を
利
用
し

て
、
今
復
元
瓦
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
製

造
し
て
い
る
。
材
料
は
工
事
の
際
に

発
生
し
た
鉛
屑
材
で
あ
り
、ケ
ー
ス
、

装
飾
品
等
の
付
属
品
は
異
業
種
グ
ル

ー
プ
「
Ｎ
Ｕ
Ｔ
」
の
交
流
に
よ
り
生

ま
れ
た
。
更
に
、
景
観
鋳
物
と
称
し

て
「
立
体
魚
拓
」
も
試
作
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
余
技
の
部
類
に
属
す
る
と

言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
高
度
技
術

を
活
用
し
て
い
る
点
で
は
、
機
械
部

品
等
と
変
わ
り
は
な
い
。

「
難
し
い
こ
と
を
や
る
」「
難
し

い
も
の
を
作
る
」
と
い
う
大
方
針
が

成
功
の
原
動
力
で
あ
っ
た
と
い
う
経

験
を
活
か
し
て
、
今
後
も
挑
戦
を
続

け
、
鋳
造
業
の
宿
命
と
も
い
え
る
公

害
型
企
業
を
脱
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
効

率
の
極
め
て
高
い
循
環
型
企
業
へ
と

転
換
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
手
始
め

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
利
用
し
た
こ

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
瓦
で
あ
る
。
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
指
す
当
社
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
支
援
し
、
金
沢
城
址

復
元
を
記
念
し
て
、
会
員
各
位
の
家

庭
に
一
個
ず
つ
留
め
置
か
れ
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

オ
カ
ダ
合
金
株
式
会
社
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一
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